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大阪では「水都再生」をキーワー

ドに都市整備が進められ、個性化に
向けた賑わいある水辺の創出が課
題となっている。

目的

主観的体感だけでなく時代思潮
や地域性も反映していると考えら
れる文学作品を通じて、

近代化の中で変容した川に対す
る人々の態度や評価を考察する
ことで、時代時代に応じた大阪固
有の水辺の魅力を探ることを目
的とする。

論文の構成

●研究背景および目的
●研究方法の設定

調査対象作品の選定

調査・解析方法の設定

STEP1

STEP2

STEP3

●作中における人と水辺の接
触行為から見た時代区分と
その時代特性

●作中に描かれた河川景観と
その評価

STEP4 ●文学作品から捉えた大阪固
有の水辺の魅力

－Actにおける解析を通じて－

－シーンにおける解析を通じて－

研究背景および目的



調査対象作品の選定

調査対象作品の抽出条件

発表されて以来多くの人に読まれ、社会的認知度が高い作品

各時代の大阪の市街地における日常的な生活とともに心理的な描写に優れているもの



調査対象作品の選定

調査対象作品の抽出条件

発表されて以来多くの人に読まれ、社会的認知度が高い作品

各時代の大阪の市街地における日常的な生活とともに心理的な描写に優れているもの

調査対象作品

水上瀧太郎大阪の宿○

花のれん

暖簾

闘牛

細雪

木の都

夫婦善哉

卍（まんじ）

表題

山崎豊子○

山崎豊子○

織田作之助×

織田作之助×

谷崎潤一郎×

井上靖×

谷崎潤一郎×

作者

伊集院静菓子の家○

難波利三てんのうじ村×

宮本輝青が散る×

宮本輝道頓堀川○

宮本輝泥の河○

野坂昭如アメリカひじき×

赤瀬川準陽炎球状×

野坂昭如エロ事師たち○

表題 作者

田辺聖子千すじの黒髪×

黒川博之カウントプラン×

田辺聖子私の大阪八景○

阿部牧朗それぞれの終楽章×

庄野潤三プールサイド小景×

日本三文オペラ

アド･バルーン

のんきな患者

表題

梶井基次郎×

織田作之助○

開高健▲

作者

凡例：○･･･調査対象作品 ×･･･調査対象外の作品 ▲･･･調査対象として適さない作品

『大阪文学地図』（東秀三，1993，編集工房ノア）より、明治後期以降の大阪の市街地を
主な舞台とする24作品を抽出



調査対象作品の選定

調査対象作品の抽出条件

発表されて以来多くの人に読まれ、社会的認知度が高い作品

各時代の大阪の市街地における日常的な生活とともに心理的な描写に優れているもの

調査対象作品

水上瀧太郎大阪の宿○

花のれん

暖簾

闘牛

細雪

木の都

夫婦善哉

卍（まんじ）

表題

山崎豊子○

山崎豊子○

織田作之助×

織田作之助×

谷崎潤一郎×

井上靖×

谷崎潤一郎×

作者

伊集院静菓子の家○

難波利三てんのうじ村×

宮本輝青が散る×

宮本輝道頓堀川○

宮本輝泥の河○

野坂昭如アメリカひじき×

赤瀬川準陽炎球状×

野坂昭如エロ事師たち○

表題 作者

田辺聖子千すじの黒髪×

黒川博之カウントプラン×

田辺聖子私の大阪八景○

阿部牧朗それぞれの終楽章×

庄野潤三プールサイド小景×
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主な舞台とする24作品を抽出

24作品中、大阪の市街地を流れる市内河川が描かれていた9作品を調査対象とした



調査および解析方法 (Actにおける解析)

Actの定義：川に関する名詞句を含む一幕分の文脈



調査および解析方法 (Actにおける解析)

Actの抽出条件

① 本文中から川に関する名詞句を全て抽出

するとともに、それらの名詞句を含む文脈を
全て抽出する。

② 川に関する名詞句が、地名や場所名を示す

だけに用いられているものや、思い出や話
題の中で取り上げられ、直接視対象となっ
ていないものばかりを含む文脈は除外する。

③ 除外されず残った文脈をActとする。

Actの定義：川に関する名詞句を含む一幕分の文脈



調査および解析方法 (Actにおける解析)

Actの抽出結果

１８泥の河

１菓子の家

１２大阪の宿

１エロ事師たち

３アド･バルーン

Act数表題 Act数表題

６１計

６私の大阪八景

４花のれん

６暖簾

１０道頓堀川

Actの抽出条件

① 本文中から川に関する名詞句を全て抽出

するとともに、それらの名詞句を含む文脈を
全て抽出する。

② 川に関する名詞句が、地名や場所名を示す

だけに用いられているものや、思い出や話
題の中で取り上げられ、直接視対象となっ
ていないものばかりを含む文脈は除外する。

③ 除外されず残った文脈をActとする。

Actの定義：川に関する名詞句を含む一幕分の文脈
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だけに用いられているものや、思い出や話
題の中で取り上げられ、直接視対象となっ
ていないものばかりを含む文脈は除外する。

③ 除外されず残った文脈をActとする。

Actの定義：川に関する名詞句を含む一幕分の文脈

吉三郎を乗せた黒い箱型の病院車が、静かに走り
出した。（中略）･・・西横堀川に沿って走り、平野町
から淀屋橋のあたりまで来るともう、夜が白々と明
けかけていた。鉛色に澱んだように流れていた堂
島川が、急に朝の光を受けて青味を帯び、河面が
白く輝きだした･･･（以下省略）

人と水辺の接触行為本文 （花のれんAct１より）

Actにおける人と水辺の接触行為の抽出例
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移動
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水面の表情を眺める
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全２２８行為

人と水辺の接触行為
の抽出結果



人と水辺の接触行為の類型化結果

産業活動 第２次産業（工業）

第２次産業（木遣り）

第３次産業（商業・その他）

第３次産業（牡蠣舟）

第３次産業（交通・運搬）

レクリエーション 川や川の景色を眺める

川と建物の中の人間活動を見る

倒景を眺める

生物を見る

水面の表情を見る

橋を見る

たたずむ

休息（座る）

納涼

観月

貸しボート

釣り

子供が遊ぶ

天神祭り

生活 居住（川辺・川筋）

居住（舟）

洗濯

移動

水質 川の濁りを見る

川の中の泥や泥土を見る

川の中のゴミや汚れを見る

ゴミ捨て

避難 川から避難する

避難地

その他 汐の匂いをかぐ

人間活動に関わる匂いをかぐ

川風を感じる

人間活動に関わる音を聞く

自殺未遂

川さらいをする

死者を弔う

６大分類、３５小分類に類型化
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暖簾1-2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

アドバルーン1 ○ ○ ● ○ ○ ● ●
花のれん1 ○ ○
花のれん2 ○ ○ ○ ○
大阪の宿1-9 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○
大阪の宿10-12 ○ ● ○ ○ ○ ○

花のれん3 ○ ○ ○
アドバルーン2-3 ○ ○ ● ○ ○ ● ○
暖簾3-4 ○ ○ ○ ○ ● ● ●
花のれん4 ● ○ ○
暖簾5 ○ ● ● ○ ○

私の大阪八景1-2 ○ ○
私の大阪八景3-6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
暖簾6 ○ ○ ●

泥の河1-18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○
エロ事師たち1 ○ ○ ● ○
道頓堀川1-8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○
道頓堀川9-10 ○ ○

菓子の家1 ○ ○ ○ ● ○

避難 その他

昭
和

明
治

大
正

元
号

産業活動 生活 リクリエーション 水質
人と水辺の
　　接触行為

作品名
　Act　No．

人と水辺の接触行為からみた時代区分
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大阪の宿10-12 ○ ● ○ ○ ○ ○

花のれん3 ○ ○ ○
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道頓堀川9-10 ○ ○

菓子の家1 ○ ○ ○ ● ○

避難 その他

昭
和

明
治

大
正

元
号

産業活動 生活 リクリエーション 水質
人と水辺の
　　接触行為

作品名
　Act　No．

第1期：明治後期

第２期：大正期

第３期：昭和初期

第４期：戦時中

第５期：戦後から高度成長期

第６期：現代

人と水辺の接触行為からみた時代区分



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.

私の大阪八景Act1-2

私の大阪八景Act3-6 ● ● ●

暖簾Act6 ●

泥の川Act1-18 ● ● ●

エロ事師たちAct1 ●

道頓堀川Act1-8 ●

道頓堀川Act9-10

菓子の家Act1 ●

第
6
期

現
代

戦
後
か
ら
高
度
成
長
期

第
5
期

第
4
期

戦
時
中

多
様
な
行
為

乏
し
い

乏
し
い

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

な
し

汚
れ
や
ゴ
ミ

な
し

な
し



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.

私の大阪八景Act1-2

私の大阪八景Act3-6 ● ● ●

暖簾Act6 ●

泥の川Act1-18 ● ● ●

エロ事師たちAct1 ●

道頓堀川Act1-8 ●

道頓堀川Act9-10

菓子の家Act1 ●

第
6
期

現
代

戦
後
か
ら
高
度
成
長
期

第
5
期

第
4
期

戦
時
中

多
様
な
行
為

乏
し
い

乏
し
い

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

な
し

汚
れ
や
ゴ
ミ

な
し

な
し



人と水辺の接触行為からみた各時代の特性

第
2
次
産
業

（
木
遣
り

）

第
3
次
産
業

（
牡
蠣
舟

）

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

洗
濯

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

た
た
ず
む

休
息

納
涼

観
月

貸
し
ボ
ー

ト

子
供
が
遊
ぶ

天
神
祭
り

そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

ゴ
ミ
捨
て

水
面
に
捉
え
た
も
の

川
か
ら
避
難
す
る

避
難
地

暖簾Act1-2 ● ●

アドバルーンAct1 ● ●

花のれんAct1
花のれんAct2

大阪の宿Act1-9 ● ● ● ●

大阪の宿Act10-12 ●

花のれんAct3

アドバルーンAct2-3 ●

暖簾Act3-4 ● ●

花のれんAct4 ●

暖簾Act5 ●

生活 レクリエーション 避難

昭
和
初
期

第
1
期

明
治
後
期

産業 そ
の
他
の
行
為
の
多
様
性

第
2
期

大
正
期

第
3
期

水質

時
代
区
分

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

濁
り

泥
や
泥
土

泥
や
泥
土

人と水辺の
　　　接触行為

作品名・Act No.

私の大阪八景Act1-2

私の大阪八景Act3-6 ● ● ●

暖簾Act6 ●

泥の川Act1-18 ● ● ●

エロ事師たちAct1 ●

道頓堀川Act1-8 ●

道頓堀川Act9-10

菓子の家Act1 ●

第
6
期

現
代

戦
後
か
ら
高
度
成
長
期

第
5
期

第
4
期

戦
時
中

多
様
な
行
為

乏
し
い

乏
し
い

乏
し
い

乏
し
い

多
様

多
様

多
様

多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

や
や
多
様

な
し

汚
れ
や
ゴ
ミ

な
し

な
し



調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈



≪シーン１≫

調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈



≪シーン２≫

調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈



≪シーン３≫

調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈



≪シーン３≫

調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈



≪シーン３≫

調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈

※  “川に関わる名詞句” が場所名を示すだけのものや直接視対象とはなっていないものばかりを含
むシーンは調査対象外とする。



調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈

シーンの抽出結果

シーン数時代名シーン数時代名シーン数時代名

現代

昭和初期

６０

１９

戦後から高度成長期

大正期

９

３

１戦時中

明治後期 １３

A
ｃ
ｔ

※  “川に関わる名詞句” が場所名を示すだけのものや直接視対象とはなっていないものばかりを含
むシーンは調査対象外とする。



調査および解析方法（シーンにおける解析）

シーンの抽出例（暖簾Act1を例として）

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、

大阪湾から川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられ

たようなトタン塀に囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざし

の中で、黒く寒々しかった。これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何

度も瞬きをした。まもなく富島の船着場へ着いた。見渡す限りの荒れ果てた根深畑の

中で、人家が浜筋にそって石ころのように疎らだった。吾平は富島から千船橋まで歩

き、そこで始めた人力車というものに乗った。船から上がって食べたうどんが一杯五

厘、千船橋から花園橋までの俥賃に二銭とられて驚いた。

A
ｃ
ｔ

シーンの定義：各Actにおいて情景ごとに区分した1文脈

全１０５シーン

シーンの抽出結果

シーン数時代名シーン数時代名シーン数時代名

現代

昭和初期

６０

１９

戦後から高度成長期

大正期

９

３

１戦時中

明治後期 １３

A
ｃ
ｔ

※  “川に関わる名詞句” が場所名を示すだけのものや直接視対象とはなっていないものばかりを含
むシーンは調査対象外とする。
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河川景観構成要素

シーンにおける解析方法

●暖簾Act1より

川幅を
狭めた
安治川

80トンの
機帆船

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、大阪湾か
ら川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられたようなトタン塀に
囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざしの中で、黒く寒々しかった。
これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何度も瞬きをした。

暖
簾
A
c
t

1

1 安
治
川

船 川岸 川岸に
叢が生
いたち

へし曲げら
れたようなト
タン塀に囲
まれた貧弱
な工場が点
在していた。
／煙突の煙
も白い春の
陽ざしの中
で、黒く寒々
しかった。

白い春
の陽ざ
し

これが
村の噂
話に聞
いた大
阪かと、
吾平は
少年らし
く何度も
瞬きをし
た

八十トンの
機帆船で、
淡路島から
大阪まで十
時間かかっ
た。急に船
あしが落ち
ると、大阪
湾から川幅
を狭めた安
治川をさか
のぼった。
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に
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為

沿川河川

建
築
物

A
c
t
名
No

遠景

河川景観構成要素

シーンにおける解析方法

●暖簾Act1より

川幅を
狭めた
安治川

80トンの
機帆船

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、大阪湾か
ら川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられたようなトタン塀に
囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざしの中で、黒く寒々しかった。
これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何度も瞬きをした。

暖
簾
A
c
t

1

1 安
治
川

船 川岸 川岸に
叢が生
いたち

へし曲げら
れたようなト
タン塀に囲
まれた貧弱
な工場が点
在していた。
／煙突の煙
も白い春の
陽ざしの中
で、黒く寒々
しかった。

白い春
の陽ざ
し

これが
村の噂
話に聞
いた大
阪かと、
吾平は
少年らし
く何度も
瞬きをし
た

八十トンの
機帆船で、
淡路島から
大阪まで十
時間かかっ
た。急に船
あしが落ち
ると、大阪
湾から川幅
を狭めた安
治川をさか
のぼった。
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河川景観構成要素

シーンにおける解析方法

●暖簾Act1より

川幅を
狭めた
安治川

80トンの
機帆船

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、大阪湾か
ら川幅を狭めた安治川をさかのぼった。河岸に叢が生いたちへし曲げられたようなトタン塀に
囲まれた貧弱な工場が点在していた。煙突の煙も白い春の陽ざしの中で、黒く寒々しかった。
これが村の噂話に聞いた大阪かと、吾平は少年らしく何度も瞬きをした。

暖
簾
A
c
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1

1 安
治
川

船 川岸 川岸に
叢が生
いたち

へし曲げら
れたようなト
タン塀に囲
まれた貧弱
な工場が点
在していた。
／煙突の煙
も白い春の
陽ざしの中
で、黒く寒々
しかった。

白い春
の陽ざ
し

これが
村の噂
話に聞
いた大
阪かと、
吾平は
少年らし
く何度も
瞬きをし
た

八十トンの
機帆船で、
淡路島から
大阪まで十
時間かかっ
た。急に船
あしが落ち
ると、大阪
湾から川幅
を狭めた安
治川をさか
のぼった。
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シーンにおける解析方法

●暖簾Act1より

川幅を
狭めた
安治川

80トンの
機帆船

八十トンの機帆船で、淡路島から大阪まで十時間かかった。急に船あしが落ちると、大阪湾か
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解析結果：明治後期（3シーン）
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人家が浜筋に沿って
石ころのように疎ら
だった。
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解析結果：明治後期（3シーン）
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川岸に並ぶ材木置場
／濁った川の真ン中を
筏がゆっくりと流れて
いった。 川べりの柳

木遣りが威勢よく河
面にひびき、生々し
い木の香りが川べり
の柳の枝をすり抜け
て鼻についた。

解析結果：明治後期（3シーン）



アドバルー
ンAct1

1 道頓堀川 橋 橋の上で一寸涼ん
で

・・・その中で
扇子を使っ
ている人々
を影絵のよ
うに見せて
いる灯りは、
やがて道頓
堀のゆるや
かな流れに
うつっている

川の両岸の灯／
宗衛門町の青桜
と道頓堀の芝居
茶屋が、ちょうど
川をはさんで、背
を向け合ってい
る。そしてどちら
の背中にも夏簾
がかかってい
て、その中で扇
子を使っている
人々を影絵のよ
うに見せている
灯り

戎橋
／太
左衛
門橋
／橋

（夏簾の中で）扇子
を使っている人々

私は始めて
見る心斎橋
の灯にぼうっ
となってしま
いましたが、
しかしそれよ
りも、戎橋や
太左衛門橋
の上から見た
川の両岸の
灯に心をそそ
られた。

大阪の宿
Act9

1 土佐堀川 建物 欄干 静かに下る川船 欄干に近く遥々
と見渡される澄
み渡った星空の
下を、静かに下
る川船の艪の音
が、ぎいと冴え
て聞こえて消え
ていく。

秋の感じが深
かった。

大阪の宿
Act10

2 土佐堀川 船 水に近い食台を占
めた

川岸 川岸か
ら渡した
踏板/牡
蠣舟

橋袂 橋の袂にある牡蠣
舟に三田を連れて
行った。／川岸か
ら渡した踏板を踏
んで、馴染らしく声
をかけた。

大阪の宿
Act1

1 土佐堀川 建物 川岸の御旅館酔月
の二階の縁側の籐
椅子に腰かけて、
三田は上り下りの
舟を、見迎え見
送っていた。

泥臭い水で
はあるが、
その空の色
をありありと
映す川は、
水かさも増
して、踊るよ
うなさざ波を
立てて流れ
ている。

川岸の御旅館酔
月／二階の縁側

上がり下りの舟 夥しい煤煙のた
めに、年中どん
よりした感じの
する大阪の空で
も、初夏の頃は
藍の色を濃くし
て、浮き雲も白く
光り始めた。

目新しい景色
は、何時まで
見て居ても飽
きなかった。

解析結果：大正期（19シーン）
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（夏簾の中で）扇子
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私は始めて
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となってしま
いましたが、
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りも、戎橋や
太左衛門橋
の上から見た
川の両岸の
灯に心をそそ
られた。

大阪の宿
Act9

1 土佐堀川 建物 欄干 静かに下る川船 欄干に近く遥々
と見渡される澄
み渡った星空の
下を、静かに下
る川船の艪の音
が、ぎいと冴え
て聞こえて消え
ていく。

秋の感じが深
かった。

大阪の宿
Act10

2 土佐堀川 船 水に近い食台を占
めた

川岸 川岸か
ら渡した
踏板/牡
蠣舟

橋袂 橋の袂にある牡蠣
舟に三田を連れて
行った。／川岸か
ら渡した踏板を踏
んで、馴染らしく声
をかけた。
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送っていた。
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はあるが、
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をありありと
映す川は、
水かさも増
して、踊るよ
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川岸の御旅館酔
月／二階の縁側

上がり下りの舟 夥しい煤煙のた
めに、年中どん
よりした感じの
する大阪の空で
も、初夏の頃は
藍の色を濃くし
て、浮き雲も白く
光り始めた。

目新しい景色
は、何時まで
見て居ても飽
きなかった。
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川の両岸の灯／宗衛門町の青桜と
道頓堀の芝居茶屋が、ちょうど川を
はさんで、背を向け合っている。そし
てどちらの背中にも夏簾がかかって
いて、その中で扇子を使っている
人々を影絵のように見せている灯り

（夏簾の中
で）扇子を
使っている
人々



アドバルー
ンAct1

1 道頓堀川 橋 橋の上で一寸涼ん
で

・・・その中で
扇子を使っ
ている人々
を影絵のよ
うに見せて
いる灯りは、
やがて道頓
堀のゆるや
かな流れに
うつっている

川の両岸の灯／
宗衛門町の青桜
と道頓堀の芝居
茶屋が、ちょうど
川をはさんで、背
を向け合ってい
る。そしてどちら
の背中にも夏簾
がかかってい
て、その中で扇
子を使っている
人々を影絵のよ
うに見せている
灯り

戎橋
／太
左衛
門橋
／橋

（夏簾の中で）扇子
を使っている人々

私は始めて
見る心斎橋
の灯にぼうっ
となってしま
いましたが、
しかしそれよ
りも、戎橋や
太左衛門橋
の上から見た
川の両岸の
灯に心をそそ
られた。

大阪の宿
Act9

1 土佐堀川 建物 欄干 静かに下る川船 欄干に近く遥々
と見渡される澄
み渡った星空の
下を、静かに下
る川船の艪の音
が、ぎいと冴え
て聞こえて消え
ていく。

秋の感じが深
かった。

大阪の宿
Act10

2 土佐堀川 船 水に近い食台を占
めた

川岸 川岸か
ら渡した
踏板/牡
蠣舟

橋袂 橋の袂にある牡蠣
舟に三田を連れて
行った。／川岸か
ら渡した踏板を踏
んで、馴染らしく声
をかけた。

大阪の宿
Act1

1 土佐堀川 建物 川岸の御旅館酔月
の二階の縁側の籐
椅子に腰かけて、
三田は上り下りの
舟を、見迎え見
送っていた。

泥臭い水で
はあるが、
その空の色
をありありと
映す川は、
水かさも増
して、踊るよ
うなさざ波を
立てて流れ
ている。

川岸の御旅館酔
月／二階の縁側

上がり下りの舟 夥しい煤煙のた
めに、年中どん
よりした感じの
する大阪の空で
も、初夏の頃は
藍の色を濃くし
て、浮き雲も白く
光り始めた。

目新しい景色
は、何時まで
見て居ても飽
きなかった。

解析結果：大正期（19シーン）

河
川
占
有
物

登
場
河
川

川
や
周
辺
に
対
す
る

総
合
評
価

シ
ー
ン

人
間
活
動

そ
の
他

自
然
要
素

自
然
生
態

人
工
要
素

川
に
か
か
わ
る
行
為

沿川河川

建
築
物

遠景
A
c
t
名
No 河

道
河
道
内
微
地
形

水
面

河
川
構
造
物

河
川
植
生

道
路

道
路
付
属
物

空
地

視
点
場

橋
梁

横断
施設

変
動
要
因

河川景観構成要素

・・・その中で扇子を
使っている人々を影
絵のように見せてい
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（夏簾の中
で）扇子を
使っている
人々
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川岸から渡
した踏板／
牡蠣舟

橋の袂にある
牡蠣舟に三田
を連れて行った。
／川岸から渡
した踏板を踏ん
で、馴染らしく
声をかけた。



解析結果：大正期（19シーン）

大阪の宿
Act8

1 土佐堀川 建物 （三田は亀の子を）
何時迄も欄干の外
に首を突き出して
見ている

浅瀬
の石

土佐堀の水
も澄み／水
の干る時／
満潮の中高
にふくらむ水

欄干 さしもに盛んだった
貸端艇も数が少く
なったが、そのか
わりに小舟で網を
打つ人がちらほら
見えた。

三田の部屋の下
の川岸を住家と
する泥亀は、夏の
間に相手を見つ
けて、やや形の小
さいのと二匹に
なっていた。水の
干る時には浅瀬
の石の上に並ん
で背中を乾かし、
満潮の中高にふ
くらむ水に漂って
はからだを擦り付
けて泳ぎ廻った。

酔月の二階に照
りつけた西日の
色も日に日に薄
くなってきた。

木や草の少
い大阪の町
は、はっきりと
秋の景色をあ
らわさない
が、それでも
土佐堀の水も
澄み、酔月の
二階に照りつ
けた西日の
色も薄くなっ
てきた。／三
田はその二
匹の亀の子を
見るのを喜ん
だ。大阪の宿

Act11
1 土佐堀川 建物 雨の降る日

には、川の
水も白けて
寒く

海のほうから来る
? の群れが白雪
の翼をひるがえし
て飛ぶ

二月の末から三
月へ欠けて長閑
な日もあった
が、風の日も多
かった。雨の降
る日には、川の
水も白けて寒く

（雨の降る日
には）見てい
る丈でも底冷
えがして、な
かなか火鉢
は手放せな
かった。

大阪の宿
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石垣 寒いうちは石垣の
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も姿を見せなかっ
た亀の子が、ぬる
み始めた水に夫
婦でぽっかりと浮
かびだした。
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1 土佐堀川 建物 おつぎは三田を･･･
三番の部屋の前ま
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れから、欄干につ
かまって身を延ば
し、顔を突き出す
と、隣の空き地が
見えるのである。

川岸 縁側／欄干 川岸にしゃがんで
洗濯をしているの
は教会の真向の
家の娘だった。
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川岸にしゃがんで
洗濯をしているの
は教会の真向の
家の娘だった。

泥臭い水では
あるが、その
空の色をあり
ありと映す川
は、水かさも
増して、踊る
ようなさざ波を

夕方･･･
西日の真
盛りで、
川水もど
んよりと
澱み

河川景観構成要素
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大阪の宿
Act8

1 土佐堀川 建物 （三田は亀の子を）
何時迄も欄干の外
に首を突き出して
見ている

浅瀬
の石

土佐堀の水
も澄み／水
の干る時／
満潮の中高
にふくらむ水

欄干 さしもに盛んだった
貸端艇も数が少く
なったが、そのか
わりに小舟で網を
打つ人がちらほら
見えた。

三田の部屋の下
の川岸を住家と
する泥亀は、夏の
間に相手を見つ
けて、やや形の小
さいのと二匹に
なっていた。水の
干る時には浅瀬
の石の上に並ん
で背中を乾かし、
満潮の中高にふ
くらむ水に漂って
はからだを擦り付
けて泳ぎ廻った。

酔月の二階に照
りつけた西日の
色も日に日に薄
くなってきた。

木や草の少
い大阪の町
は、はっきりと
秋の景色をあ
らわさない
が、それでも
土佐堀の水も
澄み、酔月の
二階に照りつ
けた西日の
色も薄くなっ
てきた。／三
田はその二
匹の亀の子を
見るのを喜ん
だ。大阪の宿

Act11
1 土佐堀川 建物 雨の降る日

には、川の
水も白けて
寒く

海のほうから来る
? の群れが白雪
の翼をひるがえし
て飛ぶ

二月の末から三
月へ欠けて長閑
な日もあった
が、風の日も多
かった。雨の降
る日には、川の
水も白けて寒く

（雨の降る日
には）見てい
る丈でも底冷
えがして、な
かなか火鉢
は手放せな
かった。

大阪の宿
Act12

1 土佐堀川 建物 ぬるみ始め
た水

石垣 寒いうちは石垣の
間にでも冬眠して
いたのか、ちっと
も姿を見せなかっ
た亀の子が、ぬる
み始めた水に夫
婦でぽっかりと浮
かびだした。

大阪の宿
Act5

1 土佐堀川 建物 おつぎは三田を･･･
三番の部屋の前ま
で連れて行った。
其処の縁側のはず
れから、欄干につ
かまって身を延ば
し、顔を突き出す
と、隣の空き地が
見えるのである。

川岸 縁側／欄干 川岸にしゃがんで
洗濯をしているの
は教会の真向の
家の娘だった。
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夕方･･･
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盛りで、
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んよりと
澱み

河川景観構成要素

土佐堀の水も
澄み

木や草の少い大阪の
町は、はっきりと秋の
景色をあらわさない
が、それでも土佐堀
の水も澄み、酔月の
二階に照りつけた西
日の色も薄くなってき
た。
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えがして、な
かなか火鉢
は手放せな
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と、隣の空き地が
見えるのである。
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るようなさざ波を立
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三田の部屋の下の川岸を住家とする泥亀
は、夏の間に相手を見つけて、やや形の小
さいのと二匹になっていた。水の干る時に
は浅瀬の石の上に並んで背中を乾かし、満
潮の中高にふくらむ水に漂ってはからだを
擦り付けて泳ぎ廻った。

海のほうから来る鷗の群れが白雪の翼をひ
るがえして飛ぶ

寒いうちは石垣の間にでも冬眠していたの
か、ちっとも姿を見せなかった亀の子が、ぬ
るみ始めた水に夫婦でぽっかりと浮かびだ
した。
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大阪の宿
Act9

1 土佐堀川 建物 欄干 静かに下る川船 欄干に近く遥々
と見渡される澄
み渡った星空の
下を、静かに下
る川船の艪の音
が、ぎいと冴え
て聞こえて消え
ていく。

秋の感じが深
かった。

大阪の宿
Act4

1 土佐堀川 橋の
上

新地を出て、電車
にそって、約束の
橋の上まで来た。
一筋の河に砕ける
月を欄干につか
まってのぞいて見
た。

一筋の川に
砕ける月／
川上も川下
もけむりの
ように朧に、
水底のよう
に蒼かっ
た。

橋／
欄干

蟒は遠い幼い時の
事から、数奇な今
日迄を追想するら
しく、何時迄も月を
仰いで佇んでい
た。

「なんだか寂
しいなあ。」三
田は酔いがさ
めて、腸迄月
光がしみるよ
うな気持ち
だった。

大阪の宿
Act6

1 土佐堀川 建物 会社から帰って、
湯に入って、晩酌
の後で飯を喰うと、
縁の籐椅子に腰か
けて、川風をなつ
かしがりながら、舟
のゆききを見て暮
らす事が多かっ
た。／三田もふい
と乗ってみる気に
なって、一人乗りの
端艇を借りたのが
病みつきになり、
天気のいい日に
は、大概晩食後、
すっかり暮れきる
迄の時間を水の上
に過ごした

貸舟屋 縁側／欄干 淀川へ上る舟、河
口へ下る舟の絶え
間無い間を縫っ
て、方々の貸舟屋
から出る小型の端
艇が、縦横に漕廻
る。近年運動事は
東京よりも大阪の
ほうが遥かにさか
んだから、女でも
貸端艇を漕ぐ物が
頗る多い。お店の
小僧と女中らしい
のが相乗漕いでい
るものももある。近
所の亭主と女房と
子供と、一家総出
らしいものもある。
丸髷や銀杏返の
茶屋の仲居らしい
の同志で、遊んで
いるものもある

九月に入っても
暑さはなかなか
きびしかったが、
夜は流石に目に
立って涼しくなっ
た。／川風／天
気のいい日に
は・・・すっかり暮
れきるまでの時
間

（端艇が）病
みつきにな
り、天気のい
い日には、大
概晩食後、
すっかり暮れ
きる迄の時間
を水の上に過
ごした
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河川景観構成要素

蟒は遠い幼い時の
事から、数奇な今
日迄を追想するら
しく、何時迄も月を
仰いで佇んでいた。

一筋の川に砕ける
月／川上も川下も
けむりのように朧
に、水底のように
蒼かった。



解析結果：大正期（19シーン）

大阪の宿
Act9

1 土佐堀川 建物 欄干 静かに下る川船 欄干に近く遥々
と見渡される澄
み渡った星空の
下を、静かに下
る川船の艪の音
が、ぎいと冴え
て聞こえて消え
ていく。

秋の感じが深
かった。

大阪の宿
Act4

1 土佐堀川 橋の
上

新地を出て、電車
にそって、約束の
橋の上まで来た。
一筋の河に砕ける
月を欄干につか
まってのぞいて見
た。

一筋の川に
砕ける月／
川上も川下
もけむりの
ように朧に、
水底のよう
に蒼かっ
た。

橋／
欄干

蟒は遠い幼い時の
事から、数奇な今
日迄を追想するら
しく、何時迄も月を
仰いで佇んでい
た。

「なんだか寂
しいなあ。」三
田は酔いがさ
めて、腸迄月
光がしみるよ
うな気持ち
だった。

大阪の宿
Act6

1 土佐堀川 建物 会社から帰って、
湯に入って、晩酌
の後で飯を喰うと、
縁の籐椅子に腰か
けて、川風をなつ
かしがりながら、舟
のゆききを見て暮
らす事が多かっ
た。／三田もふい
と乗ってみる気に
なって、一人乗りの
端艇を借りたのが
病みつきになり、
天気のいい日に
は、大概晩食後、
すっかり暮れきる
迄の時間を水の上
に過ごした

貸舟屋 縁側／欄干 淀川へ上る舟、河
口へ下る舟の絶え
間無い間を縫っ
て、方々の貸舟屋
から出る小型の端
艇が、縦横に漕廻
る。近年運動事は
東京よりも大阪の
ほうが遥かにさか
んだから、女でも
貸端艇を漕ぐ物が
頗る多い。お店の
小僧と女中らしい
のが相乗漕いでい
るものももある。近
所の亭主と女房と
子供と、一家総出
らしいものもある。
丸髷や銀杏返の
茶屋の仲居らしい
の同志で、遊んで
いるものもある

九月に入っても
暑さはなかなか
きびしかったが、
夜は流石に目に
立って涼しくなっ
た。／川風／天
気のいい日に
は・・・すっかり暮
れきるまでの時
間

（端艇が）病
みつきにな
り、天気のい
い日には、大
概晩食後、
すっかり暮れ
きる迄の時間
を水の上に過
ごした
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淀川へ上る舟、河口へ下る舟の絶え間無い間を縫って、方々
の貸舟屋から出る小型の端艇が、縦横に漕廻る。近年運動
事は東京よりも大阪のほうが遥かにさかんだから、女でも貸
端艇を漕ぐ物が頗る多い。お店の小僧と女中らしいのが相乗
りしているものももある。近所の亭主と女房と子供と、一家総
出らしいものもある。丸髷や銀杏返の茶屋の仲居らしいの同
志で、遊んでいるものもある
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淀川へ上る舟、河口へ下る舟の絶え間無い間を縫って、方々
の貸舟屋から出る小型の端艇が、縦横に漕廻る。近年運動
事は東京よりも大阪のほうが遥かにさかんだから、女でも貸
端艇を漕ぐ物が頗る多い。お店の小僧と女中らしいのが相乗
りしているものももある。近所の亭主と女房と子供と、一家総
出らしいものもある。丸髷や銀杏返の茶屋の仲居らしいの同
志で、遊んでいるものもある

三田もふいと乗ってみる気になって、一人乗りの端艇を借り
たのが病みつきになり、天気のいい日には、大概晩食後、
すっかり暮れきる迄の時間を水の上に過ごした



解析結果：昭和初期（13シーン）

花のれん
Act4

1 道頓堀川 船 橋詰の石段を下り、細い
船板一枚を渡ると・・・柴
藤の牡蠣舟だった／伊
藤と多加は、四畳半ほど
の小間に向かい合って
坐り、酢牡蠣と吸いも
の、牡蠣めしを注文し
た。

暗い川面に、道頓
堀筋の赤い灯、青
い灯が染粉を流し
たような鮮やかさで
映っている

細い船
板一枚
／柴藤
の牡蠣
舟

橋詰の
石段

道頓堀
筋の赤
い灯、
青い灯

何時もは静かな船座
敷が、今夜は今宮戎
帰りの客で賑わい、紺
絣の着物に赤い帯紐
を襷がけした女中が
顔を熱らせながら立ち
廻っている

ひたひた
と川面の
水音が
聞こえる

アドバルーン
Act3

1 土佐堀川 川岸 浪速橋の上を電車
が通ると、その灯り
が川に落ちて、波
の上にさかさになっ
た電車の形を描き
出します。／波

浪速
橋の
上を
電車
が通
る

堤燈をつけたボートが
生物のように川の上
を往ったり来たりして
います。

アドバルーン
Act3

2 土佐堀川 川岸 私は力なく起ち上がっ
て、じっと川の底を覗い
ていると、おいと声を掛
けられました。

中華料理屋の客席の灯りが消
え、歯医者の二階の灯りが消
え、

電車
が途
絶え

ボートの影も見えなく
なる

夜 夜の底は
次第に深く
なって行っ
た。

アドバルーン
Act2

2 土佐堀川 川岸 公園の中に入り、川の
岸に腰を下ろして煙草を
吸いました。

川の向う正面はちょうど北浜三
丁目と二丁目の中程のあたり
の、中華料理屋の裏側に当たっ
ていて、明けはなした地下室の
料理場が殆ど川の水とすれす
れでした。その料理場では鋭い
電灯の光りを浴びた裸の料理人
が影絵のようにうごめいていま
した。その上は客室で、川に面
した窓側で、若い男女が料理を
つついています。話し合ってい
るのでしょうか声が聞こえない
のでだんまり芝居のようです。
隣の家は歯医者らしく、二階の
部屋で白い診療衣を着た医者
が黙々と立ち働いているのが見
えました。治療してもらっている
のはどこかの奥さんらしくアッ
パッパを着て、スリッパを履いた
両足をきちんとそろえて、仰向
いています。

公園 その料理場では鋭い
電灯の光りを浴びた
裸の料理人が影絵の
ようにうごめいていま
した。その上は客室
で、川に面した窓側
で、若い男女が料理
をつついています。話
し合っているのでしょ
うか声が聞こえないの
でだんまり芝居のよう
です。隣の家は歯医
者らしく、二階の部屋
で白い診療衣を着た
医者が黙々と立ち働
いているのが見えまし
た。治療してもらって
いるのはどこかの奥さ
んらしくアッパッパを着
て、スリッパを履いた
両足をきちんとそろえ
て、仰向いています。

何か日々
の営みの
なつかしさ
を想わせ
るような風
情でした。
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1 道頓堀川 船 橋詰の石段を下り、細い
船板一枚を渡ると・・・柴
藤の牡蠣舟だった／伊
藤と多加は、四畳半ほど
の小間に向かい合って
坐り、酢牡蠣と吸いも
の、牡蠣めしを注文し
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出します。／波
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川の向う正面はちょうど北浜三丁目と二丁
目の中程のあたりの、中華料理屋の裏側に
当たっていて、明けはなした地下室の料理
場が殆ど川の水とすれすれでした。その上
は客室で、川に面した窓側で、若い男女が
料理をつついています。隣の家は歯医者ら
しく、二階の部屋で白い診療衣を着た医者
が黙々と立ち働いているのが見えました。
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場が殆ど川の水とすれすれでした。その上
は客室で、川に面した窓側で、若い男女が
料理をつついています。隣の家は歯医者ら
しく、二階の部屋で白い診療衣を着た医者
が黙々と立ち働いているのが見えました。

（料理場では）鋭い電灯の光りを浴びた裸の
料理人が影絵のようにうごめいていました。
（客室の男女は）話し合っているのでしょうか
声が聞こえないのでだんまり芝居のようです。
（歯医者では）白い診療衣を着た医者が
黙々と立ち働いているのが見えました。治療
してもらっているのはどこかの奥さんらしく
アッパッパを着て、スリッパを履いた両足を
きちんとそろえて、仰向いています。



解析結果：昭和初期（13シーン）

花のれん
Act4

1 道頓堀川 船 橋詰の石段を下り、細い
船板一枚を渡ると・・・柴
藤の牡蠣舟だった／伊
藤と多加は、四畳半ほど
の小間に向かい合って
坐り、酢牡蠣と吸いも
の、牡蠣めしを注文し
た。

暗い川面に、道頓
堀筋の赤い灯、青
い灯が染粉を流し
たような鮮やかさで
映っている

細い船
板一枚
／柴藤
の牡蠣
舟

橋詰の
石段

道頓堀
筋の赤
い灯、
青い灯

何時もは静かな船座
敷が、今夜は今宮戎
帰りの客で賑わい、紺
絣の着物に赤い帯紐
を襷がけした女中が
顔を熱らせながら立ち
廻っている

ひたひた
と川面の
水音が
聞こえる

アドバルーン
Act3

1 土佐堀川 川岸 浪速橋の上を電車
が通ると、その灯り
が川に落ちて、波
の上にさかさになっ
た電車の形を描き
出します。／波

浪速
橋の
上を
電車
が通
る

堤燈をつけたボートが
生物のように川の上
を往ったり来たりして
います。

アドバルーン
Act3

2 土佐堀川 川岸 私は力なく起ち上がっ
て、じっと川の底を覗い
ていると、おいと声を掛
けられました。

中華料理屋の客席の灯りが消
え、歯医者の二階の灯りが消
え、

電車
が途
絶え

ボートの影も見えなく
なる

夜 夜の底は
次第に深く
なって行っ
た。

アドバルーン
Act2

2 土佐堀川 川岸 公園の中に入り、川の
岸に腰を下ろして煙草を
吸いました。

川の向う正面はちょうど北浜三
丁目と二丁目の中程のあたり
の、中華料理屋の裏側に当たっ
ていて、明けはなした地下室の
料理場が殆ど川の水とすれす
れでした。その料理場では鋭い
電灯の光りを浴びた裸の料理人
が影絵のようにうごめいていま
した。その上は客室で、川に面
した窓側で、若い男女が料理を
つついています。話し合ってい
るのでしょうか声が聞こえない
のでだんまり芝居のようです。
隣の家は歯医者らしく、二階の
部屋で白い診療衣を着た医者
が黙々と立ち働いているのが見
えました。治療してもらっている
のはどこかの奥さんらしくアッ
パッパを着て、スリッパを履いた
両足をきちんとそろえて、仰向
いています。

公園 その料理場では鋭い
電灯の光りを浴びた
裸の料理人が影絵の
ようにうごめいていま
した。その上は客室
で、川に面した窓側
で、若い男女が料理
をつついています。話
し合っているのでしょ
うか声が聞こえないの
でだんまり芝居のよう
です。隣の家は歯医
者らしく、二階の部屋
で白い診療衣を着た
医者が黙々と立ち働
いているのが見えまし
た。治療してもらって
いるのはどこかの奥さ
んらしくアッパッパを着
て、スリッパを履いた
両足をきちんとそろえ
て、仰向いています。

何か日々
の営みの
なつかしさ
を想わせ
るような風
情でした。
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川の向う正面はちょうど北浜三丁目と二丁
目の中程のあたりの、中華料理屋の裏側に
当たっていて、明けはなした地下室の料理
場が殆ど川の水とすれすれでした。その上
は客室で、川に面した窓側で、若い男女が
料理をつついています。隣の家は歯医者ら
しく、二階の部屋で白い診療衣を着た医者
が黙々と立ち働いているのが見えました。

（料理場では）鋭い電灯の光りを浴びた裸の
料理人が影絵のようにうごめいていました。
（客室の男女は）話し合っているのでしょうか
声が聞こえないのでだんまり芝居のようです。
（歯医者では）白い診療衣を着た医者が
黙々と立ち働いているのが見えました。治療
してもらっているのはどこかの奥さんらしく
アッパッパを着て、スリッパを履いた両足を
きちんとそろえて、仰向いています。

何か日々の営みのなつかしさを想わせるよ
うな風情でした。



解析結果：昭和初期（13シーン）

暖簾
Act3

2 安治川付
近

水の
中

水の無いところを求め
て、大阪の高台の方へ
逃れていく人の流れと反
対に、吾平は大阪港の
方へ向かって歩いて
行った。

僅かな衣類や布団を
背負って水の中を歩
いて来る人、盥に子供
を載せて気を失ったよ
うに歩いて来る母親、
泥まみれの裸のまま
の子供たち、誰も彼も
が水害に押しひしが
れて、黙って水の中を
力なく歩いている。

暖簾
Act3

6 安治川付
近

船 安治川の方へ近付
くにつれて、泥海の
広さは急に大きくな
り／水の濁りも赤土
色に濃くなり／船具
や人の死骸まで遠
くから流れてきた。
／二階の屋根まで
水嵩が迫っていた。

屋根の低い家は二階の屋根ま
で水嵩が迫っていた。

泥海

暖簾
Act3

1 安治川付
近（境川）

水の
中

思いきって吾平も丁稚
も、厚司とズボンを脱い
で、猿股と肌着一枚にな
り、厚司と肌着一枚にな
り、厚司とズボンは背中
に背負った。／泥水がズ
ボズボと猿股の中に流
れ込んできた。

泥水／膝上までの
水嵩

夜明け 辺り一面
が泥の海
であった。

暖簾
Act4

1 安治川付
近（工場）

建物 泥水に濡れて腐った昆
布は、工場裏の安治川
に投げ捨てた。／その
翌日、警察の指示通り
腐った昆布を艀に積ん
で、築港の沖まで捨てに
行った。

泥水 工場（裏の安治川） （捨てた昆布が）ポン
ポン船のプロペラに巻
きつき、なんぞ、遺恨
あってのことやろと、
ポンポン船の親父は
水上警察にかけ合
い、吾平は呼びつけら
れたうえ弁償させられ
た。
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暖簾
Act3

2 安治川付
近

水の
中

水の無いところを求め
て、大阪の高台の方へ
逃れていく人の流れと反
対に、吾平は大阪港の
方へ向かって歩いて
行った。

僅かな衣類や布団を
背負って水の中を歩
いて来る人、盥に子供
を載せて気を失ったよ
うに歩いて来る母親、
泥まみれの裸のまま
の子供たち、誰も彼も
が水害に押しひしが
れて、黙って水の中を
力なく歩いている。

暖簾
Act3

6 安治川付
近

船 安治川の方へ近付
くにつれて、泥海の
広さは急に大きくな
り／水の濁りも赤土
色に濃くなり／船具
や人の死骸まで遠
くから流れてきた。
／二階の屋根まで
水嵩が迫っていた。

屋根の低い家は二階の屋根ま
で水嵩が迫っていた。

泥海

暖簾
Act3

1 安治川付
近（境川）

水の
中

思いきって吾平も丁稚
も、厚司とズボンを脱い
で、猿股と肌着一枚にな
り、厚司と肌着一枚にな
り、厚司とズボンは背中
に背負った。／泥水がズ
ボズボと猿股の中に流
れ込んできた。

泥水／膝上までの
水嵩

夜明け 辺り一面
が泥の海
であった。

暖簾
Act4

1 安治川付
近（工場）

建物 泥水に濡れて腐った昆
布は、工場裏の安治川
に投げ捨てた。／その
翌日、警察の指示通り
腐った昆布を艀に積ん
で、築港の沖まで捨てに
行った。

泥水 工場（裏の安治川） （捨てた昆布が）ポン
ポン船のプロペラに巻
きつき、なんぞ、遺恨
あってのことやろと、
ポンポン船の親父は
水上警察にかけ合
い、吾平は呼びつけら
れたうえ弁償させられ
た。

僅かな衣類や布団を背
負って水の中を歩いて来
る人、盥に子供を載せて
気を失ったように歩いて
来る母親、泥まみれの裸
のままの子供たち、誰も
彼もが水害に押しひしが
れて、黙って水の中を力
なく歩いている。
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暖簾
Act3

2 安治川付
近

水の
中

水の無いところを求め
て、大阪の高台の方へ
逃れていく人の流れと反
対に、吾平は大阪港の
方へ向かって歩いて
行った。

僅かな衣類や布団を
背負って水の中を歩
いて来る人、盥に子供
を載せて気を失ったよ
うに歩いて来る母親、
泥まみれの裸のまま
の子供たち、誰も彼も
が水害に押しひしが
れて、黙って水の中を
力なく歩いている。

暖簾
Act3

6 安治川付
近

船 安治川の方へ近付
くにつれて、泥海の
広さは急に大きくな
り／水の濁りも赤土
色に濃くなり／船具
や人の死骸まで遠
くから流れてきた。
／二階の屋根まで
水嵩が迫っていた。

屋根の低い家は二階の屋根ま
で水嵩が迫っていた。

泥海

暖簾
Act3

1 安治川付
近（境川）

水の
中

思いきって吾平も丁稚
も、厚司とズボンを脱い
で、猿股と肌着一枚にな
り、厚司と肌着一枚にな
り、厚司とズボンは背中
に背負った。／泥水がズ
ボズボと猿股の中に流
れ込んできた。

泥水／膝上までの
水嵩

夜明け 辺り一面
が泥の海
であった。

暖簾
Act4

1 安治川付
近（工場）

建物 泥水に濡れて腐った昆
布は、工場裏の安治川
に投げ捨てた。／その
翌日、警察の指示通り
腐った昆布を艀に積ん
で、築港の沖まで捨てに
行った。

泥水 工場（裏の安治川） （捨てた昆布が）ポン
ポン船のプロペラに巻
きつき、なんぞ、遺恨
あってのことやろと、
ポンポン船の親父は
水上警察にかけ合
い、吾平は呼びつけら
れたうえ弁償させられ
た。

屋根の低
い家は二
階の屋根
まで水嵩
が迫って
いた。

安治川の方へ近付くに
つれて、泥海の広さは
急に大きくなり／水の
濁りも赤土色に濃くなり
／船具や人の死骸まで
遠くから流れてきた。

僅かな衣類や布団を背
負って水の中を歩いて来
る人、盥に子供を載せて
気を失ったように歩いて
来る母親、泥まみれの裸
のままの子供たち、誰も
彼もが水害に押しひしが
れて、黙って水の中を力
なく歩いている。
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暖簾
Act3

2 安治川付
近

水の
中

水の無いところを求め
て、大阪の高台の方へ
逃れていく人の流れと反
対に、吾平は大阪港の
方へ向かって歩いて
行った。

僅かな衣類や布団を
背負って水の中を歩
いて来る人、盥に子供
を載せて気を失ったよ
うに歩いて来る母親、
泥まみれの裸のまま
の子供たち、誰も彼も
が水害に押しひしが
れて、黙って水の中を
力なく歩いている。

暖簾
Act3

6 安治川付
近

船 安治川の方へ近付
くにつれて、泥海の
広さは急に大きくな
り／水の濁りも赤土
色に濃くなり／船具
や人の死骸まで遠
くから流れてきた。
／二階の屋根まで
水嵩が迫っていた。

屋根の低い家は二階の屋根ま
で水嵩が迫っていた。

泥海

暖簾
Act3

1 安治川付
近（境川）

水の
中

思いきって吾平も丁稚
も、厚司とズボンを脱い
で、猿股と肌着一枚にな
り、厚司と肌着一枚にな
り、厚司とズボンは背中
に背負った。／泥水がズ
ボズボと猿股の中に流
れ込んできた。

泥水／膝上までの
水嵩

夜明け 辺り一面
が泥の海
であった。

暖簾
Act4

1 安治川付
近（工場）

建物 泥水に濡れて腐った昆
布は、工場裏の安治川
に投げ捨てた。／その
翌日、警察の指示通り
腐った昆布を艀に積ん
で、築港の沖まで捨てに
行った。

泥水 工場（裏の安治川） （捨てた昆布が）ポン
ポン船のプロペラに巻
きつき、なんぞ、遺恨
あってのことやろと、
ポンポン船の親父は
水上警察にかけ合
い、吾平は呼びつけら
れたうえ弁償させられ
た。
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泥水に濡れて
腐った昆布は、工
場裏の安治川に
投げ捨てた。／そ
の翌日、警察の
指示通り腐った昆
布を艀に積んで、
築港の沖まで捨
てに行った。

（捨てた昆布が）ポ
ンポン船のプロペラ
に巻きつき、なんぞ、
遺恨あってのこと
やろと、ポンポン船
の親父は水上警察
にかけ合い、吾平
は呼びつけられた
うえ弁償させられた。



解析結果：戦時中（9シーン）

私の大阪八
景Act3

3 淀川 建物 トキコは先生
と並んで、川
面を、みおろ
した。

川面 窓／
校舎

大場先生はいいかけて
めんどくさくなったのであ
ろう、窓へよって校舎の
すぐ裏をながれる淀川を
みおろしながら、口ずさ
んだ。／赤ん坊が甲板で
遊んでいる船が通ってゆ
くわ。あの船はおウチな
のね。

私の大阪八
景Act3

4 淀川 建物 川幅 広い水面はきんきらと
光っており／川水はな
まあたたかそうにみ
え、ポンポン船が川の
まん中をゆったりと通
ると、大きな波がひろ
がって、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピチャ
と美味しそうになめて
いる。

土堤／土
堤の裾の
石垣

川幅の半分ほども埋め
て、新しい青い葦が生
い茂って風になびいて
いる。／土堤の裾の石
垣の苔

ずうっと向こ
うの対岸の
工場街は、桃
色の煙を吐く
煙突が林立
している。

ポンポン船が川のまん中
をゆったり通ると／船の
上には、腹掛けをした赤
ん坊が匍っていた。赤ん
坊を乗せて船はポンポン
と上流へさかのぼってい
く。

風 こうやって
いると、世
界中のどこ
にも戦争な
いみたい
ね

私の大阪八
景Act4

2 淀川 土堤 やっと解放さ
れると、淀川
の土堤の陰に
なったところ
へ涼みに行く

ぎらぎらと煮えくり返る
川水

土堤の陰に
なったとこ
ろ／ぬるぬ
るした藻に
掩われた石
垣

ぬるぬるした藻／淀川
の葦は烈しい陽光の下
で色あせもせず、ぎらぎ
らと煮えくり返る川水の
中にシャンと立って、
まっさおにそよいでい
る。

淀川の土堤の陰になった
ところへ涼みに行く。・・・
石垣の下まで下りて、素
足を冷やす人もある。

炎天下／烈し
い陽光

私の大阪八
景Act5

2 淀川 土堤 水面に一面の葉が汚
らしく散ってゆく。

淀川の葦のつよい葉先
が、力尽きたようにしだ
いに萎えはじめ、青さが
失われ、やがて秋雨に
叩かれて、水面に一面
の葉が汚らしく散ってゆ
く。

秋雨

私の大阪八
景Act6

1 淀川 土堤 トキコは竹槍
をひきずって、
土堤へあが
る。

川の面はしずんだ光を
たたえて水尾のちがう
所は、波の模様も、水
の色もくっきりちがう。

土堤 淀川の葦はもうすっかり
黄ばんで、川のあちこち
にホーキを逆立てたよう
になっている。ざわざわ
と風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

ざわざわと風
がわたると／
対岸のひとと
ころに、よわ
い秋の日が
あたってい
た。

荒涼たる景
色である。

ずうっと向こうの対岸の工
場街は、桃色の煙を吐く
煙突が林立している。
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解析結果：戦時中（9シーン）

私の大阪八
景Act3

3 淀川 建物 トキコは先生
と並んで、川
面を、みおろ
した。

川面 窓／
校舎

大場先生はいいかけて
めんどくさくなったのであ
ろう、窓へよって校舎の
すぐ裏をながれる淀川を
みおろしながら、口ずさ
んだ。／赤ん坊が甲板で
遊んでいる船が通ってゆ
くわ。あの船はおウチな
のね。

私の大阪八
景Act3

4 淀川 建物 川幅 広い水面はきんきらと
光っており／川水はな
まあたたかそうにみ
え、ポンポン船が川の
まん中をゆったりと通
ると、大きな波がひろ
がって、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピチャ
と美味しそうになめて
いる。

土堤／土
堤の裾の
石垣

川幅の半分ほども埋め
て、新しい青い葦が生
い茂って風になびいて
いる。／土堤の裾の石
垣の苔

ずうっと向こ
うの対岸の
工場街は、桃
色の煙を吐く
煙突が林立
している。

ポンポン船が川のまん中
をゆったり通ると／船の
上には、腹掛けをした赤
ん坊が匍っていた。赤ん
坊を乗せて船はポンポン
と上流へさかのぼってい
く。

風 こうやって
いると、世
界中のどこ
にも戦争な
いみたい
ね

私の大阪八
景Act4

2 淀川 土堤 やっと解放さ
れると、淀川
の土堤の陰に
なったところ
へ涼みに行く

ぎらぎらと煮えくり返る
川水

土堤の陰に
なったとこ
ろ／ぬるぬ
るした藻に
掩われた石
垣

ぬるぬるした藻／淀川
の葦は烈しい陽光の下
で色あせもせず、ぎらぎ
らと煮えくり返る川水の
中にシャンと立って、
まっさおにそよいでい
る。

淀川の土堤の陰になった
ところへ涼みに行く。・・・
石垣の下まで下りて、素
足を冷やす人もある。

炎天下／烈し
い陽光

私の大阪八
景Act5

2 淀川 土堤 水面に一面の葉が汚
らしく散ってゆく。

淀川の葦のつよい葉先
が、力尽きたようにしだ
いに萎えはじめ、青さが
失われ、やがて秋雨に
叩かれて、水面に一面
の葉が汚らしく散ってゆ
く。

秋雨

私の大阪八
景Act6

1 淀川 土堤 トキコは竹槍
をひきずって、
土堤へあが
る。

川の面はしずんだ光を
たたえて水尾のちがう
所は、波の模様も、水
の色もくっきりちがう。

土堤 淀川の葦はもうすっかり
黄ばんで、川のあちこち
にホーキを逆立てたよう
になっている。ざわざわ
と風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

ざわざわと風
がわたると／
対岸のひとと
ころに、よわ
い秋の日が
あたってい
た。

荒涼たる景
色である。

川幅の半分ほ
ども埋めて、
新しい青い葦
が生い茂って
風になびいて
いる。

ポンポン船が川のまん中
をゆったりと通る／船の上
には、腹掛けをした赤ん坊
が匍っていた。赤ん坊を乗
せて船はポンポンと上流
へさかのぼっていく。
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解析結果：戦時中（9シーン）

私の大阪八
景Act3

3 淀川 建物 トキコは先生
と並んで、川
面を、みおろ
した。

川面 窓／
校舎

大場先生はいいかけて
めんどくさくなったのであ
ろう、窓へよって校舎の
すぐ裏をながれる淀川を
みおろしながら、口ずさ
んだ。／赤ん坊が甲板で
遊んでいる船が通ってゆ
くわ。あの船はおウチな
のね。

私の大阪八
景Act3

4 淀川 建物 川幅 広い水面はきんきらと
光っており／川水はな
まあたたかそうにみ
え、ポンポン船が川の
まん中をゆったりと通
ると、大きな波がひろ
がって、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピチャ
と美味しそうになめて
いる。

土堤／土
堤の裾の
石垣

川幅の半分ほども埋め
て、新しい青い葦が生
い茂って風になびいて
いる。／土堤の裾の石
垣の苔

ずうっと向こ
うの対岸の
工場街は、桃
色の煙を吐く
煙突が林立
している。

ポンポン船が川のまん中
をゆったり通ると／船の
上には、腹掛けをした赤
ん坊が匍っていた。赤ん
坊を乗せて船はポンポン
と上流へさかのぼってい
く。

風 こうやって
いると、世
界中のどこ
にも戦争な
いみたい
ね

私の大阪八
景Act4

2 淀川 土堤 やっと解放さ
れると、淀川
の土堤の陰に
なったところ
へ涼みに行く

ぎらぎらと煮えくり返る
川水

土堤の陰に
なったとこ
ろ／ぬるぬ
るした藻に
掩われた石
垣

ぬるぬるした藻／淀川
の葦は烈しい陽光の下
で色あせもせず、ぎらぎ
らと煮えくり返る川水の
中にシャンと立って、
まっさおにそよいでい
る。

淀川の土堤の陰になった
ところへ涼みに行く。・・・
石垣の下まで下りて、素
足を冷やす人もある。

炎天下／烈し
い陽光

私の大阪八
景Act5

2 淀川 土堤 水面に一面の葉が汚
らしく散ってゆく。

淀川の葦のつよい葉先
が、力尽きたようにしだ
いに萎えはじめ、青さが
失われ、やがて秋雨に
叩かれて、水面に一面
の葉が汚らしく散ってゆ
く。

秋雨

私の大阪八
景Act6

1 淀川 土堤 トキコは竹槍
をひきずって、
土堤へあが
る。

川の面はしずんだ光を
たたえて水尾のちがう
所は、波の模様も、水
の色もくっきりちがう。

土堤 淀川の葦はもうすっかり
黄ばんで、川のあちこち
にホーキを逆立てたよう
になっている。ざわざわ
と風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

ざわざわと風
がわたると／
対岸のひとと
ころに、よわ
い秋の日が
あたってい
た。

荒涼たる景
色である。

広い水面はきんきら
と光っており／川水
はなまあたたかそう
にみえ、ポンポン船
が川のまん中を
ゆったりと通ると、
大きな波がひろがっ
て、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピ
チャと美味しそうに
なめている。

川幅の半分ほ
ども埋めて、
新しい青い葦
が生い茂って
風になびいて
いる。

ポンポン船が川のまん中
をゆったりと通る／船の上
には、腹掛けをした赤ん坊
が匍っていた。赤ん坊を乗
せて船はポンポンと上流
へさかのぼっていく。
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解析結果：戦時中（9シーン）

私の大阪八
景Act3

3 淀川 建物 トキコは先生
と並んで、川
面を、みおろ
した。

川面 窓／
校舎

大場先生はいいかけて
めんどくさくなったのであ
ろう、窓へよって校舎の
すぐ裏をながれる淀川を
みおろしながら、口ずさ
んだ。／赤ん坊が甲板で
遊んでいる船が通ってゆ
くわ。あの船はおウチな
のね。

私の大阪八
景Act3

4 淀川 建物 川幅 広い水面はきんきらと
光っており／川水はな
まあたたかそうにみ
え、ポンポン船が川の
まん中をゆったりと通
ると、大きな波がひろ
がって、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピチャ
と美味しそうになめて
いる。

土堤／土
堤の裾の
石垣

川幅の半分ほども埋め
て、新しい青い葦が生
い茂って風になびいて
いる。／土堤の裾の石
垣の苔

ずうっと向こ
うの対岸の
工場街は、桃
色の煙を吐く
煙突が林立
している。

ポンポン船が川のまん中
をゆったり通ると／船の
上には、腹掛けをした赤
ん坊が匍っていた。赤ん
坊を乗せて船はポンポン
と上流へさかのぼってい
く。

風 こうやって
いると、世
界中のどこ
にも戦争な
いみたい
ね

私の大阪八
景Act4

2 淀川 土堤 やっと解放さ
れると、淀川
の土堤の陰に
なったところ
へ涼みに行く

ぎらぎらと煮えくり返る
川水

土堤の陰に
なったとこ
ろ／ぬるぬ
るした藻に
掩われた石
垣

ぬるぬるした藻／淀川
の葦は烈しい陽光の下
で色あせもせず、ぎらぎ
らと煮えくり返る川水の
中にシャンと立って、
まっさおにそよいでい
る。

淀川の土堤の陰になった
ところへ涼みに行く。・・・
石垣の下まで下りて、素
足を冷やす人もある。

炎天下／烈し
い陽光

私の大阪八
景Act5

2 淀川 土堤 水面に一面の葉が汚
らしく散ってゆく。

淀川の葦のつよい葉先
が、力尽きたようにしだ
いに萎えはじめ、青さが
失われ、やがて秋雨に
叩かれて、水面に一面
の葉が汚らしく散ってゆ
く。

秋雨

私の大阪八
景Act6

1 淀川 土堤 トキコは竹槍
をひきずって、
土堤へあが
る。

川の面はしずんだ光を
たたえて水尾のちがう
所は、波の模様も、水
の色もくっきりちがう。

土堤 淀川の葦はもうすっかり
黄ばんで、川のあちこち
にホーキを逆立てたよう
になっている。ざわざわ
と風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

ざわざわと風
がわたると／
対岸のひとと
ころに、よわ
い秋の日が
あたってい
た。

荒涼たる景
色である。

広い水面はきんきら
と光っており／川水
はなまあたたかそう
にみえ、ポンポン船
が川のまん中を
ゆったりと通ると、
大きな波がひろがっ
て、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピ
チャと美味しそうに
なめている。

川幅の半分ほ
ども埋めて、
新しい青い葦
が生い茂って
風になびいて
いる。

ポンポン船が川のまん中
をゆったりと通る／船の上
には、腹掛けをした赤ん坊
が匍っていた。赤ん坊を乗
せて船はポンポンと上流
へさかのぼっていく。

こうやっ
ていると、
世界中の
どこにも
戦争ない
みたいね
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解析結果：戦時中（9シーン）

私の大阪八
景Act3

3 淀川 建物 トキコは先生
と並んで、川
面を、みおろ
した。

川面 窓／
校舎

大場先生はいいかけて
めんどくさくなったのであ
ろう、窓へよって校舎の
すぐ裏をながれる淀川を
みおろしながら、口ずさ
んだ。／赤ん坊が甲板で
遊んでいる船が通ってゆ
くわ。あの船はおウチな
のね。

私の大阪八
景Act3

4 淀川 建物 川幅 広い水面はきんきらと
光っており／川水はな
まあたたかそうにみ
え、ポンポン船が川の
まん中をゆったりと通
ると、大きな波がひろ
がって、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピチャ
と美味しそうになめて
いる。

土堤／土
堤の裾の
石垣

川幅の半分ほども埋め
て、新しい青い葦が生
い茂って風になびいて
いる。／土堤の裾の石
垣の苔

ずうっと向こ
うの対岸の
工場街は、桃
色の煙を吐く
煙突が林立
している。

ポンポン船が川のまん中
をゆったり通ると／船の
上には、腹掛けをした赤
ん坊が匍っていた。赤ん
坊を乗せて船はポンポン
と上流へさかのぼってい
く。

風 こうやって
いると、世
界中のどこ
にも戦争な
いみたい
ね

私の大阪八
景Act4

2 淀川 土堤 やっと解放さ
れると、淀川
の土堤の陰に
なったところ
へ涼みに行く

ぎらぎらと煮えくり返る
川水

土堤の陰に
なったとこ
ろ／ぬるぬ
るした藻に
掩われた石
垣

ぬるぬるした藻／淀川
の葦は烈しい陽光の下
で色あせもせず、ぎらぎ
らと煮えくり返る川水の
中にシャンと立って、
まっさおにそよいでい
る。

淀川の土堤の陰になった
ところへ涼みに行く。・・・
石垣の下まで下りて、素
足を冷やす人もある。

炎天下／烈し
い陽光

私の大阪八
景Act5

2 淀川 土堤 水面に一面の葉が汚
らしく散ってゆく。

淀川の葦のつよい葉先
が、力尽きたようにしだ
いに萎えはじめ、青さが
失われ、やがて秋雨に
叩かれて、水面に一面
の葉が汚らしく散ってゆ
く。

秋雨

私の大阪八
景Act6

1 淀川 土堤 トキコは竹槍
をひきずって、
土堤へあが
る。

川の面はしずんだ光を
たたえて水尾のちがう
所は、波の模様も、水
の色もくっきりちがう。

土堤 淀川の葦はもうすっかり
黄ばんで、川のあちこち
にホーキを逆立てたよう
になっている。ざわざわ
と風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

ざわざわと風
がわたると／
対岸のひとと
ころに、よわ
い秋の日が
あたってい
た。

荒涼たる景
色である。
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淀川の土堤の陰に
なったところへ涼み
に行く。・・・石垣の
下まで下りて、素足
を冷やす人もある。

竹槍をひきずっ
て、土堤へあが
る。

竹槍をひき
ずって、土堤
へあがる。



解析結果：戦時中（9シーン）

私の大阪八
景Act3

3 淀川 建物 トキコは先生
と並んで、川
面を、みおろ
した。

川面 窓／
校舎

大場先生はいいかけて
めんどくさくなったのであ
ろう、窓へよって校舎の
すぐ裏をながれる淀川を
みおろしながら、口ずさ
んだ。／赤ん坊が甲板で
遊んでいる船が通ってゆ
くわ。あの船はおウチな
のね。

私の大阪八
景Act3

4 淀川 建物 川幅 広い水面はきんきらと
光っており／川水はな
まあたたかそうにみ
え、ポンポン船が川の
まん中をゆったりと通
ると、大きな波がひろ
がって、土堤の裾の石
垣の苔をピチャピチャ
と美味しそうになめて
いる。

土堤／土
堤の裾の
石垣

川幅の半分ほども埋め
て、新しい青い葦が生
い茂って風になびいて
いる。／土堤の裾の石
垣の苔

ずうっと向こ
うの対岸の
工場街は、桃
色の煙を吐く
煙突が林立
している。

ポンポン船が川のまん中
をゆったり通ると／船の
上には、腹掛けをした赤
ん坊が匍っていた。赤ん
坊を乗せて船はポンポン
と上流へさかのぼってい
く。

風 こうやって
いると、世
界中のどこ
にも戦争な
いみたい
ね

私の大阪八
景Act4

2 淀川 土堤 やっと解放さ
れると、淀川
の土堤の陰に
なったところ
へ涼みに行く

ぎらぎらと煮えくり返る
川水

土堤の陰に
なったとこ
ろ／ぬるぬ
るした藻に
掩われた石
垣

ぬるぬるした藻／淀川
の葦は烈しい陽光の下
で色あせもせず、ぎらぎ
らと煮えくり返る川水の
中にシャンと立って、
まっさおにそよいでい
る。

淀川の土堤の陰になった
ところへ涼みに行く。・・・
石垣の下まで下りて、素
足を冷やす人もある。

炎天下／烈し
い陽光

私の大阪八
景Act5

2 淀川 土堤 水面に一面の葉が汚
らしく散ってゆく。

淀川の葦のつよい葉先
が、力尽きたようにしだ
いに萎えはじめ、青さが
失われ、やがて秋雨に
叩かれて、水面に一面
の葉が汚らしく散ってゆ
く。

秋雨

私の大阪八
景Act6

1 淀川 土堤 トキコは竹槍
をひきずって、
土堤へあが
る。

川の面はしずんだ光を
たたえて水尾のちがう
所は、波の模様も、水
の色もくっきりちがう。

土堤 淀川の葦はもうすっかり
黄ばんで、川のあちこち
にホーキを逆立てたよう
になっている。ざわざわ
と風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

ざわざわと風
がわたると／
対岸のひとと
ころに、よわ
い秋の日が
あたってい
た。

荒涼たる景
色である。
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淀川の葦は烈しい陽光の下で
色あせもせず、ぎらぎらと煮え
くり返る川水の中にシャンと
立って、まっさおにそよいでい
る。
淀川の葦のつよい葉先が、力
尽きたようにしだいに萎えはじ
め、青さが失われ、やがて秋
雨に叩かれて、水面に一面の
葉が汚らしく散ってゆく。

淀川の葦はもうすっかり黄ば
んで、川のあちこちにホーキを
逆立てたようになっている。ざ
わざわと風がわたると、枯れ葦
は骨のように鳴って

淀川の土堤の陰に
なったところへ涼み
に行く。・・・石垣の
下まで下りて、素足
を冷やす人もある。

竹槍をひきずっ
て、土堤へあが
る。

竹槍をひき
ずって、土堤
へあがる。



解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。

船舶会社の倉
庫や（夥しい数
の貨物船が）両
岸にひしめき
合って、

夥しい数の
貨物船が両
岸にひしめき
合って

それはもう
海の領域
であった。
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解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。

人々は近く
に海がある
ことを思い知
るのである。

ときおり潮の
匂いを漂わ
せたりすると

満潮時、川が逆流し
てきた海水に押し上
げられて河畔の家の
真下で起伏を描き
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解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。
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雨に打たれて流れ落ち
たネオンの色が、今この
瞬間にも、川に注ぎ込ん
でいるかに思えた。

極彩色の巨大な電飾版は、
それぞれが、ぼうっとかす
んだようになって、このミナ
ミの街全体を覆い尽くして
いる。

水溜りにネオンの色が落ち、
それが宗衛門町筋の路地
に色とりどりの光を散らせ
ている。



解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。
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雨に打たれて流れ落ち
たネオンの色が、今この
瞬間にも、川に注ぎ込ん
でいるかに思えた。

極彩色の巨大な電飾版は、
それぞれが、ぼうっとかす
んだようになって、このミナ
ミの街全体を覆い尽くして
いる。

水溜りにネオンの色が落ち、
それが宗衛門町筋の路地
に色とりどりの光を散らせ
ている。

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。

そこに揚げられた無
数の看板

道頓堀通りの川筋側
には、大きな食堂ビ
ルや雑居ビルが積
み木を重ねたように
立ち並び、それに面
して中座や角座など
の劇場が、ひしめき
合っている。

汚れた川／道頓堀
川の表面には、とろ
んとした黒い光が浮
かんでいるだけで、
少しも波立とうとしな
い。



解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。
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雨に打たれて流れ落ち
たネオンの色が、今この
瞬間にも、川に注ぎ込ん
でいるかに思えた。

極彩色の巨大な電飾版は、
それぞれが、ぼうっとかす
んだようになって、このミナ
ミの街全体を覆い尽くして
いる。

水溜りにネオンの色が落ち、
それが宗衛門町筋の路地
に色とりどりの光を散らせ
ている。

泥の河
Act1

3 安治川 橋の上 船舶会社の倉庫や
（夥しい数の貨物船
が）両岸にひしめき
合って、

夥しい数の貨
物船が両岸に
ひしめき合っ
て

それはもう海の領
域であった。

泥の河
Act1

6 安治川、
堂島川、
土佐掘川

満潮時、川が逆
流してきた海水
に押し上げられ
て河畔の家の真
下で起伏を描き

河畔の家 満潮時／ときお
り潮の匂いを漂
わせたりすると

満潮時／人々は
近くに海があるこ
とを思い知るので
ある。

道頓堀川
Act4

1 道頓堀川 建物 武内は川ぞいの
大きなガラス窓
から雨の道頓堀
を見つめた。／
彼はここしばら
く、目を凝らして
夜の街の光景に
眺め入ったこと
はなかったの
で、煙草をくわえ
たまま、じっと対
岸を見やった。

雨に打たれて流
れ落ちたネオン
の色が、今この
瞬間にも、川に
注ぎ込んでいる
かに思えた。

水溜りに
ネオンの
色が落ち、
それが宗
衛門町筋
の路地に
色とりどり
の光を散
らせてい
る。

極彩色の巨
大な電飾版
は、それぞ
れが、ぼうっ
とかすんだよ
うになって、
このミナミの
街全体を覆
い尽くしてい
る。

極彩色の巨大な電
飾版は、それぞれ
が、ぼうっとかすん
だようになって、こ
のミナミの街全体を
覆い尽くしている。

夜の街 夜／雨 こうやって見ると
なかなかきれいな
もんやなァ／ネオ
ンが／雨が降って
るから、そんな気
がするんかなァ。
／雨に打たれて
流れ落ちたネオン
の色が、今この瞬
間にも、川に注ぎ
込んでいるかに思
えた。

道頓堀川
Act5

2 道頓堀川 橋の上 邦彦は弘美を戎
橋の真ん中にま
で連れて行き、
欄干の傍らに
寄って南の方角
を顎でしゃくっ
た。

汚れた川／（風
は運河のはるか
上を走り過ぎる
のか、）道頓堀
川の表面には、
とろんとした黒
い光が浮かんで
いるだけで、少
しも波立とうとし
ない。

そこに揚げら
れた無数の
看板だけで
ある。

道頓堀通りの川筋
側には、大きな食堂
ビルや雑居ビルが
積み木を重ねたよう
に立ち並び、それに
面して中座や角座
などの劇場が、ひし
めき合っている。／
戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。／
群立するビルとビル
の鋭角的な隙間

戎橋／
欄干

秋もそろそろ終
わりに近くなり、
埃まじりのうす
ら寒い風が、群
立するビルとビ
ルの鋭角的な
隙間から湧き
立ってきた。／
風は運河のは
るか上を走り過
ぎるのか、

戎橋の上から見え
るのは、汚れた川
と、ビルと、そこに
揚げられた無数の
看板だけである。

戎橋の上から見える
のは、汚れた川と、
ビルと、そこに揚げら
れた無数の看板だ
けである。

そこに揚げられた無
数の看板

道頓堀通りの川筋側
には、大きな食堂ビ
ルや雑居ビルが積
み木を重ねたように
立ち並び、それに面
して中座や角座など
の劇場が、ひしめき
合っている。

汚れた川／道頓堀
川の表面には、とろ
んとした黒い光が浮
かんでいるだけで、
少しも波立とうとしな
い。



解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act6

1 土佐掘川 橋のた
もと

岸辺
の泥

その場所に溜
まったまま、干
満のたびに濡れ
たり乾いたりす
る汚物の群れ
が、岸辺の泥の
上で腐ってい
る。

湊橋のた
もとから細
い道が落
ちていた。
舟に住む
少年の一
家が作っ
たに違い
なかった。

湊橋の
たもと

舟の家 市電や自動車
の騒音や、なに
やら人声らしい
音の塊や、遠く
からのポンポン
船の響きなど
が、舟の家のは
るか彼方でう
ねっていた。

泥の河
Act7

1 土佐掘川 橋のた
もと

信雄は川に視線
を移した。

藁や板きれや
腐った果実を浮
かべてゆるやか
に流れるこの黄
土色の川

馬糞の転
がるアス
ファルト道

屋根／朽ちた木肌
／川筋の家々すす
けた光沢

歪んだ
灰色の
橋の群
れ

やがて屋根の
一隅に陽光が
こぼれ落ち、朽
ちた木肌をあぶ
り始めた。

黄土色の川や馬
糞の転がるアス
ファルト道も、歪ん
だ灰色の橋、川筋
の家々のすすけ
た光も、ことごとく
汚いもののように
思えるのだった。

道頓堀川
Act1

1 道頓堀川 橋の袂 歓楽街の翳を宿
して、流れるか
流れないかの速
度で西へ動いて
いく道頓堀川の
水が秋の朝陽を
吸っていた。

歓楽街 はがれ
ちぎれ
て風化
し無数
のポス
ターが
欄干を
覆い

まだ人通りも
まばらな（橋
の上）

（橋の）たもと
の、いつも日陰
になっている一
角から、小便や
嘔吐物の湿っ
ぽい悪臭がた
ちのぼってい
る。／秋の朝陽

道頓堀川
Act1

3 道頓堀川 墨汁のような色
をたたえてねっ
とりとよどむ

陽の明るいうち 墨汁のような色を
たたえてねっとり
と淀む巨大な泥溝
である。

道頓堀川
Act1

4 道頓堀川 ほとんど流れの
ない／粘りつく
ような光沢を放
つ／腐った

歓楽街 あぶくこそ湧くこと
はないが、ほとん
ど流れのない、粘
りつくような光沢を
放つ腐った運河な
のであった。

道頓堀川
Act2

1 道頓堀川 建物 準備を済ませる
と、邦彦はテー
ブルに腰かけて
煙草を吸った。
川岸に改修工事
が施されたのは
二年前の昭和四
十二年である。

川岸 その汚れ ところ
どころ
花壇も
設けら
れた。

川岸に芝生
が敷かれ、
／緑の帯に
鮮明にひち
どられるよ
うになって

月日が過ぎ、緑の
帯に鮮明にふちど
られるようになっ
て、川は逆にその
汚れをいっそう深
くしてしまった。

河
川
占
有
物

登
場
河
川

川
や
周
辺
に
対
す
る

総
合
評
価

シ
ー
ン

人
間
活
動

そ
の
他

自
然
要
素

自
然
生
態

人
工
要
素

川
に
か
か
わ
る
行
為

沿川河川

建
築
物

遠景

A
c
t
名
No 河

道
河
道
内
微
地
形

水
面

河
川
構
造
物

河
川
植
生

道
路

道
路
付
属
物

空
地

視
点
場

橋
梁

横断
施設

変
動
要
因

河川景観構成要素

歓楽街の翳を宿して、流れるか流れないかの
速度で西へ動いていく道頓堀川の水が秋の朝
陽を吸っていた。

その場所に溜まったまま、干満のたびに濡れた
り乾いたりする汚物の群れが、岸辺の泥の上で
腐っている。

藁や板きれや腐った果実を浮かべてゆるやか
に流れるこの黄土色の川

墨汁のような色をたたえてねっとりとよどむ

ほとんど流れのない／粘りつくような光沢を放
つ／腐った



解析結果：戦後から高度成長期（60シーン）

泥の河
Act6

1 土佐掘川 橋のた
もと

岸辺
の泥

その場所に溜
まったまま、干
満のたびに濡れ
たり乾いたりす
る汚物の群れ
が、岸辺の泥の
上で腐ってい
る。

湊橋のた
もとから細
い道が落
ちていた。
舟に住む
少年の一
家が作っ
たに違い
なかった。

湊橋の
たもと

舟の家 市電や自動車
の騒音や、なに
やら人声らしい
音の塊や、遠く
からのポンポン
船の響きなど
が、舟の家のは
るか彼方でう
ねっていた。

泥の河
Act7

1 土佐掘川 橋のた
もと

信雄は川に視線
を移した。

藁や板きれや
腐った果実を浮
かべてゆるやか
に流れるこの黄
土色の川

馬糞の転
がるアス
ファルト道

屋根／朽ちた木肌
／川筋の家々すす
けた光沢

歪んだ
灰色の
橋の群
れ

やがて屋根の
一隅に陽光が
こぼれ落ち、朽
ちた木肌をあぶ
り始めた。

黄土色の川や馬
糞の転がるアス
ファルト道も、歪ん
だ灰色の橋、川筋
の家々のすすけ
た光も、ことごとく
汚いもののように
思えるのだった。

道頓堀川
Act1

1 道頓堀川 橋の袂 歓楽街の翳を宿
して、流れるか
流れないかの速
度で西へ動いて
いく道頓堀川の
水が秋の朝陽を
吸っていた。

歓楽街 はがれ
ちぎれ
て風化
し無数
のポス
ターが
欄干を
覆い

まだ人通りも
まばらな（橋
の上）

（橋の）たもと
の、いつも日陰
になっている一
角から、小便や
嘔吐物の湿っ
ぽい悪臭がた
ちのぼってい
る。／秋の朝陽

道頓堀川
Act1

3 道頓堀川 墨汁のような色
をたたえてねっ
とりとよどむ

陽の明るいうち 墨汁のような色を
たたえてねっとり
と淀む巨大な泥溝
である。

道頓堀川
Act1

4 道頓堀川 ほとんど流れの
ない／粘りつく
ような光沢を放
つ／腐った

歓楽街 あぶくこそ湧くこと
はないが、ほとん
ど流れのない、粘
りつくような光沢を
放つ腐った運河な
のであった。

道頓堀川
Act2

1 道頓堀川 建物 準備を済ませる
と、邦彦はテー
ブルに腰かけて
煙草を吸った。
川岸に改修工事
が施されたのは
二年前の昭和四
十二年である。

川岸 その汚れ ところ
どころ
花壇も
設けら
れた。

川岸に芝生
が敷かれ、
／緑の帯に
鮮明にひち
どられるよ
うになって

月日が過ぎ、緑の
帯に鮮明にふちど
られるようになっ
て、川は逆にその
汚れをいっそう深
くしてしまった。
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川岸に芝生が敷かれ、

月日が過ぎ、緑の帯に鮮明にふち
どられるようになって、川は逆にそ
の汚れをいっそう深くしてしまった。

歓楽街の翳を宿して、流れるか流れないかの
速度で西へ動いていく道頓堀川の水が秋の朝
陽を吸っていた。

その場所に溜まったまま、干満のたびに濡れた
り乾いたりする汚物の群れが、岸辺の泥の上で
腐っている。

藁や板きれや腐った果実を浮かべてゆるやか
に流れるこの黄土色の川

墨汁のような色をたたえてねっとりとよどむ

ほとんど流れのない／粘りつくような光沢を放
つ／腐った



解析結果：現代（1シーン）

菓子の家
Act1

1 淀川 建物 （船のエンジン音
がした。）善一は
窓から顔を出し
て眼下の淀川を
見下ろした。

黒い水面 横切る雲が時折空を
闇にすると、梅田の
方角に群立するビル
の灯りが鮮明になる。
／隣のラブホテルの
ネオンが誘蛾灯に飛
び込んだ虫の悲鳴の
ような音を立ててい
た。

鉄橋を渡る
電車

黒い平らな船
がすべってい
た。

窓の外に半月が浮かんで
いた。横切る雲が時折空を
闇にすると、／鉄橋を渡る
電車のきしみが途絶えると
川風の吹いて流れる音が
聞こえた。隣のラブホテル
のネオンが誘蛾灯に飛び
込んだ虫の悲鳴のような音
を立てていた。／また月が
雲に隠れた。／船のエンジ
ン音がした。
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（船のエンジン音
がした。）善一は
窓から顔を出し
て眼下の淀川を
見下ろした。

黒い平らな
船がすべっ
ていた。



解析結果：現代（1シーン）

菓子の家
Act1

1 淀川 建物 （船のエンジン音
がした。）善一は
窓から顔を出し
て眼下の淀川を
見下ろした。

黒い水面 横切る雲が時折空を
闇にすると、梅田の
方角に群立するビル
の灯りが鮮明になる。
／隣のラブホテルの
ネオンが誘蛾灯に飛
び込んだ虫の悲鳴の
ような音を立ててい
た。

鉄橋を渡る
電車

黒い平らな船
がすべってい
た。

窓の外に半月が浮かんで
いた。横切る雲が時折空を
闇にすると、／鉄橋を渡る
電車のきしみが途絶えると
川風の吹いて流れる音が
聞こえた。隣のラブホテル
のネオンが誘蛾灯に飛び
込んだ虫の悲鳴のような音
を立てていた。／また月が
雲に隠れた。／船のエンジ
ン音がした。

横切る雲が
時折空を闇
にすると、梅
田の方角に
群立するビ
ルの灯りが
鮮明になる。
／ラブホテ
ルのネオン

窓の外に半月が浮かんでい
た。横切る雲が時折空を闇に
する／隣のラブホテルのネオ
ンが誘蛾灯に飛び込んだ虫
の悲鳴のような音をたててい
た。鉄橋を渡る電車のきしみ
が途絶えると川風の吹いて流
れる音が聞こえた。 ／船のエ
ンジン音がした。

河
川
占
有
物

登
場
河
川

川
や
周
辺
に
対
す
る

総
合
評
価

シ
ー
ン

人
間
活
動

そ
の
他

自
然
要
素

自
然
生
態

人
工
要
素

川
に
か
か
わ
る
行
為

沿川河川

建
築
物

遠景

A
c
t
名
No 河

道
河
道
内
微
地
形

水
面

河
川
構
造
物

河
川
植
生

道
路

道
路
付
属
物

空
地

視
点
場

橋
梁

横断
施設

変
動
要
因

河川景観構成要素



解析結果：現代（1シーン）

菓子の家
Act1

1 淀川 建物 （船のエンジン音
がした。）善一は
窓から顔を出し
て眼下の淀川を
見下ろした。

黒い水面 横切る雲が時折空を
闇にすると、梅田の
方角に群立するビル
の灯りが鮮明になる。
／隣のラブホテルの
ネオンが誘蛾灯に飛
び込んだ虫の悲鳴の
ような音を立ててい
た。

鉄橋を渡る
電車

黒い平らな船
がすべってい
た。

窓の外に半月が浮かんで
いた。横切る雲が時折空を
闇にすると、／鉄橋を渡る
電車のきしみが途絶えると
川風の吹いて流れる音が
聞こえた。隣のラブホテル
のネオンが誘蛾灯に飛び
込んだ虫の悲鳴のような音
を立てていた。／また月が
雲に隠れた。／船のエンジ
ン音がした。

横切る雲が
時折空を闇
にすると、梅
田の方角に
群立するビ
ルの灯りが
鮮明になる。
／ラブホテ
ルのネオン

窓の外に半月が浮かんでい
た。横切る雲が時折空を闇に
する／隣のラブホテルのネオ
ンが誘蛾灯に飛び込んだ虫
の悲鳴のような音をたててい
た。鉄橋を渡る電車のきしみ
が途絶えると川風の吹いて流
れる音が聞こえた。 ／船のエ
ンジン音がした。
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時代時代に応じた大阪固有の水辺の魅力

安治川付近は、沿川建築物の工場や住宅、残存農地、葦原からなる脆弱で荒廃
した風景であった。一方、材木商が並ぶ四つ橋付近では、木遣りの音や木の香も
一体となり、活気ある産業風景を呈していた。

明治後期



時代時代に応じた大阪固有の水辺の魅力

安治川付近は、沿川建築物の工場や住宅、残存農地、葦原からなる脆弱で荒廃
した風景であった。一方、材木商が並ぶ四つ橋付近では、木遣りの音や木の香も
一体となり、活気ある産業風景を呈していた。

明治後期

夜の水辺風景を魅力的にしていたのは、建築物の灯りとそれを映す水面、涼をと
るため夏簾1枚だけで川に面する芝居茶屋の開放的な姿や、馴染みらしい牡蠣舟
客の人間活動であり、水面でゆれる明かりがそれらの風景に情緒を添えていた。

水面の移ろいや水辺の生物、月などの自然要素が多く享受され、豊かな水面の
表情は、気候や天候とともに季節感を感じさせていた。

初夏から秋にかけて貸しボート客でにぎわう水辺の様子は、活気ある魅力的な風
景であった。

大正期



時代時代に応じた大阪固有の水辺の魅力

安治川付近は、沿川建築物の工場や住宅、残存農地、葦原からなる脆弱で荒廃
した風景であった。一方、材木商が並ぶ四つ橋付近では、木遣りの音や木の香も
一体となり、活気ある産業風景を呈していた。

明治後期

着色電球に彩られた近代的な道頓堀の風景と近世から続く牡蠣舟の商業活動
が、水面の表情やひたひたと聞こえる水音とともに融合し、華やかで情緒的な風
景であった。

また、対岸から捉えられた商業建築物内の人間活動は、無音芝居のように物語
性を感じさせていた。

昭和初期

夜の水辺風景を魅力的にしていたのは、建築物の灯りとそれを映す水面、涼をと
るため夏簾1枚だけで川に面する芝居茶屋の開放的な姿や、馴染みらしい牡蠣舟
客の人間活動であり、水面でゆれる明かりがそれらの風景に情緒を添えていた。

水面の移ろいや水辺の生物、月などの自然要素が多く享受され、豊かな水面の
表情は、気候や天候とともに季節感を感じさせていた。

初夏から秋にかけて貸しボート客でにぎわう水辺の様子は、活気ある魅力的な風
景であった。

大正期



時代時代に応じた大阪固有の水辺の魅力

臨戦体制により拡大した工場街が遠景に捉えられたが、淀川の河川景観は
主に納涼やポンポン船の渡航などの穏やかな人間活動や、一面に広がる葦
原の広大な風景から構成され、それらは戦時下の緊張を一時緩和していた。

戦時中



時代時代に応じた大阪固有の水辺の魅力

臨戦体制により拡大した工場街が遠景に捉えられたが、淀川の河川景観は
主に納涼やポンポン船の渡航などの穏やかな人間活動や、一面に広がる葦
原の広大な風景から構成され、それらは戦時下の緊張を一時緩和していた。

戦時中

安治川内陸部の両岸には船舶会社の倉庫や貨物船がひしめき、海を感じさせ
る風景であったものの、潮の匂い以外はあまり意識されていなかった。

戦後から高度成長期

道頓堀川では唯一夜の水面に映るネオンによって魅力的な風景が生み出され
ているだけであり、昼は表情のない無機的な水面として捉えられていた。また
川岸の色鮮やかな芝生が川の汚れを強調し、評価は低かった。



時代時代に応じた大阪固有の水辺の魅力

臨戦体制により拡大した工場街が遠景に捉えられたが、淀川の河川景観は
主に納涼やポンポン船の渡航などの穏やかな人間活動や、一面に広がる葦
原の広大な風景から構成され、それらは戦時下の緊張を一時緩和していた。

戦時中

水上バスのエンジン音が川への視線を誘導し、スマートな船体が特に注目さ
れた。また、人工環境化した都会の中で、月や川風が特に注目され、自然に対
する希求の強さを伺わせていた。

現代

安治川内陸部の両岸には船舶会社の倉庫や貨物船がひしめき、海を感じさせ
る風景であったものの、潮の匂い以外はあまり意識されていなかった。

戦後から高度成長期

道頓堀川では唯一夜の水面に映るネオンによって魅力的な風景が生み出され
ているだけであり、昼は表情のない無機的な水面として捉えられていた。また
川岸の色鮮やかな芝生が川の汚れを強調し、評価は低かった。



まとめ

貸しボートなどの季節限定の水辺利用だけでなく、材木浜の木遣りや水
面に浮かぶ牡蠣舟、川に開放的な芝居茶屋など、日常的に川と人とを密
接に関係付ける産業および商業活動が、活気やにぎわいある魅力的な
河川景観を創出していた。

大正期に多様な行為の魅力を支えていたことや、戦時下における緊迫し
た生活の中で一時の開放感を感じさせていたことに代表されるように、豊
かな水面の表情や移ろい景観、水辺の生物などは、都市において情緒や
季節感を感じさせる貴重な自然要素である。

水上バスのエンジン音が、唯一川への意識を向けさせていることにみら
れるように、水辺での音や匂いも河川景観を演出する上で重要な要素で
ある。



まとめ

特に繁華性の低下した現代の大阪の水辺において、水辺の表情や移ろい
性、川と人とを密接に結びつける商業や産業活動とともに、そこから生み出
される音や匂いなどを総合的に創出していくことが求められる。

貸しボートなどの季節限定の水辺利用だけでなく、材木浜の木遣りや水
面に浮かぶ牡蠣舟、川に開放的な芝居茶屋など、日常的に川と人とを密
接に関係付ける産業および商業活動が、活気やにぎわいある魅力的な
河川景観を創出していた。

大正期に多様な行為の魅力を支えていたことや、戦時下における緊迫し
た生活の中で一時の開放感を感じさせていたことに代表されるように、豊
かな水面の表情や移ろい景観、水辺の生物などは、都市において情緒や
季節感を感じさせる貴重な自然要素である。

水上バスのエンジン音が、唯一川への意識を向けさせていることにみら
れるように、水辺での音や匂いも河川景観を演出する上で重要な要素で
ある。


